
都内の認知症初期集中支援チーム・認知症地域支援推進員等の配置状況

認知症初期集中支援チーム

認知症初期集中支援チーム員の配置及び構成状況（平成３１年４月１日現在）

【チーム員医師資格内訳】

【チーム員の配置場所（複数回答）】 【チーム員職種内訳】

ア 専門医かつ認知症サポート医

イ 専門医で、今後認知症サポート医研修

を受講予定の者

ウ 認知症疾患の診断・治療の従事経験が

５年以上の認知症サポート医

地域包括支

援センター,

177チーム, 
76%

医療機関, 

8チーム, 3%

認知症疾患

医療センター, 

14チーム, 6%

訪問看護ス

テーション,

4チーム, 2%

本庁, 

26チーム, 

11%

その他, 

4チーム, 2%

(n=233)

保健師, 119人, 
10%

看護師, 242人, 
21%

作業療法士, 

35人, 3%

精神保健福祉士, 

56人, 5%

医師, 242人, 
21%

社会福祉士, 

222人, 20%

介護福祉士,

40人, 4%

介護支援専門

員・主任介護

支援専門員,

149人, 13%

その他, 37人, 
3%

(n=1,142)

90人, 

37%

13人, 

5%

139人, 

58%

(n=242人)

参考資料７

平成３０年度 初期集中支援チーム活動状況

○実施区市町村 ６２区市町村

○認知症初期集中支援チーム総数 ２２５チーム

○チーム員総数 １，１４２人（平成３１年４月１日時点）

≪平成３０年度実績≫

○訪問実人数 ７２８人

○訪問延件数 ３，２８６回

○専門医を含めたチーム員会議実施回数 １，３９４回

○チームに関する普及啓発

（１）区市町村の広報媒体を用いた普及啓発 ３９区市町

（２）関係機関への周知 ４９区市町村

（３）民生委員、一般住民等を対象とした

説明会等の実施 １５区市町村

認知症疾患医療センターの関与状況

15か所, 

26%

17か所, 

29%

26か所, 

45%

※複数回答

ウ

(n=58か所)

ア センターに設置

イ センター構成員がチーム員

（アに該当する場合を除く）

ウ 後方支援

（チーム員会議や検討委員会に参加等）

認知症地域支援推進員

【推進員の配置場所】

認知症地域支援推進員の配置及び構成状況（平成３１年４月１日現在）

【推進員の勤務形態】【各区市町村における推進員の配置数】

1人, 20か

所, 32%

2人, 11か

所, 18%

3人, 3か所, 
5%

4人, 5か所, 

8%

5人, 1か所, 

1%

6～10人,

11か所, 

18%

11人以上,    

11か所, 18%
最多配置数

40人

（n=62区市町村)

【推進員職種内訳】

○実施区市町村 ６２区市町村 ○認知症地域支援推進員総数 ４２１人

医師, 2人, 1%

保健師, 90人, 
21%

看護師, 103人, 
24%

作業療法士, 

2人, 1%
精神保健福祉

士, 9人, 2%

社会福祉士, 

118人, 28%

介護福祉士, 

13人, 3%

介護支援専門員

（主任含む）,

78人, 19%

その他, 6人, 1%

(n=421人)

本庁, 

44人, 10%

地域包括支

援センター

（委託）,

304人, 72%

地域包括支

援センター

（直営）, 

56人, 13%

認知症疾患

医療セン

ター, 

2人, 1%

その他, 

15人, 4%

(n=421人)

兼務,  

66人, 
16%

専従, 

355人, 
84%

常勤, 

412人, 
98%

非常勤, 

9人, 2%

（n=421人） （ｎ=421人）

ア

イ

ア

イ

ウ

認知症支援コーディネーター

＜平成３０年度実績＞

○配置区市町村 ３１区市町

※都補助金を活用しているのは２３区市町

○認知症支援コーディネーター総数 ７９人

看護師,

33人, 
42%

保健師,

39人, 
49%

その他, 

7人, 9%

【認知症支援コーディネーター職種内訳】


